
ハイブリッド電源車の
小国町医療実験への供試について

次世代事業室



《経緯》

・昨年、7月に『ハイブリッド電源車』をTMKにて製作 (TMCから受託)

・12月に、小国町の実証への『ハイブリッド電源車からの電力供給』の協力要請。

・9月頃に、熊本赤十字病院 曽條様 と会話。(@Garraway F)

医療関係における電源確保の課題において、
『ハイブリッド電源車』の活用可能性について議論し、
可能性を感じて頂いた。

・2月末、実証本番に参加

《供試車両》 プリウス(電源車)、MIRAI
《参加メンバー》 次世代事業室 帖地、本郷、藤堂、山口



《企画書》



《当日の様子(動画)》



【ドローンステーションへの給電】
・ドローン用バッテリー
・パソコン
・エアコン

《当日の様子》

【医療機器への通電実験】
・人工心臓ポンプ
・医療用UPSとの連携確認
・オシロでの波形確認

⇒医療用として問題無い



《熊本赤十字病院プレスリリース》





《実証実験に立ち会われた医療関係者の声》

『救急救命の現場では電気と水を確保することが課題となる。
色んな拠点から人が集まるので電気は取り合いになっている。車(乗用車)は
必ず持って(乗って)行くので、そこから給電できるのは非常に助かる。』

『救急救命の現場では、場所の確保も課題となる。テントなどのスペースは
患者さんのスペースとなる為、打合せする場所が無い。駐車スペースも
限られている。給電機能のある車で有れば、近くに乗り付ける事ができ、
かつ、打合せスペースも確保できるので、なお良い。』

『海外でも電気の確保は課題。現地の発電機は性能が良くないので
すぐに故障してしまう。出先から帰れなくなってしまうことも
有るので、どこでも電気が使えるのは心強い。隊員の生き死に関わる。』

と、かなり手応えのあるコメントを頂きました。

DMAT隊や医療ロジスティック班の方も交えて話をしたいと
お話を頂きましたので、コロナ騒動が鎮火しだい話をお伺いに
行ってまいります。



以上


